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要旨
　経済のグローバル化による社会的歪みや環境問題が深刻化する中で、「地産地消」の取り組み
など、様々な地域活性化の取り組みが行われている。本研究では、それらの取り組みの一つで
ある「地域通貨」を実際に柏崎市において導入し、地域活性化につなげるための活動を紹介す
る。地域通貨の研究はこれまで、成功例や失敗例などの調査を通じた事例研究や、地域通貨ゲー
ムの構築を通じた仮想的な実験による研究が主に行われてきたが、本研究では、研究者自身に
よって、地域通貨を実際に流通させその効果を検証するという社会実験を行っている。本研究は、
社会的効果の検証において、まだ途上の段階にあるが、2008 年から開始した本活動のこれまで
の経過報告として、現時点までの成果をまとめることとした。そこで、本論文では、まず、地
域通貨が必要とされる社会的背景をまとめた後、地域通貨の特徴・歴史について簡単にまとめ、
最後に、本研究者が導入を進めてきた地域通貨「風輪通貨」の流通システムや、これまでの成
果をまとめている。
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1. はじめに
　私たちが暮らす現代社会は、大量生産、大量消費、
大量廃棄で特徴づけられる。私たちは大量消費に
よって物質的豊かさを享受している。格差社会が
叫ばれる日本において、低所得者に分類される人々
の暮らしも物質的には中世の王侯貴族以上の豊か
さを享受している。もちろん、精神的幸福度が中
世の標準的な人々と比べて高まったかどうかにつ
いては一概に結論が下せないだろう。しかし、私
たちのライフスタイルが様々な社会的問題を引き
起こしていることは疑いのない事実である。
　大量生産は、自然資源の枯渇を招き、大量廃棄は、
廃棄物の処理問題を引き起こしている。このよう
な私たちの社会に対して、1972 年には既に「ローマ・
クラブ」による著書「成長の限界」(D. Meadows et 
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al., 1972) において、その持続不可能性が指摘され
ている。そして、この見解の信奉者は今日も多く
なっている (H. Daly and J. Cobb, 1990) 。しかし、こ
の成長に限界があるのかどうかという論争の決着
は未だについていない。楽観論者は、人類は様々
な困難を科学技術の発展によって克服してきたし、
今後も環境問題など現代社会が直面する問題も、
科学技術によって解決できるだろうというもので
ある。一方、悲観論者は、そもそも地球が人類を
扶養する能力には物理的限界があり、人類の従来
型の物質的成長には限界があるというものである。
　もし、私たちの社会に成長の限界があるとした
ら、それはいつ来るのであろうか。メドウズ他は
2004 年に「成長の限界」(D. Meadows et al., 2004) を
最新データをもとに再び発表している。その結果
を要約すると、我々人類の生活は 1980 年代半ばに、
地球が人類を扶養する能力を超えており、森林消
失などの資源の枯渇、廃棄物処分場の希少化など
を引き起こし、その扶養力は年々低下の一途を辿っ
ている。一方で、人類はその後も物質消費の拡大
を伴う成長を続けている。この結果、人類は 2020
〜 30 年の間に破局的状況を迎えるというものであ
る。この報告書は、できるだけ早く大量生産、大
量消費、大量廃棄のライフスタイルを変革するこ
とがこの破局的状況を回避するために必要である
と主張している。
　成長の限界が警告する 2020 〜 30 年の破局は、
時期的にも程度においても本当に現実化するかは
不確かである。しかし、近年の世界的な異常気象
の頻発、そして、資源の枯渇問題や廃棄物の処理
問題の現状を知れば知るほど、我々人類は、加速
度的に破局に向かっているように思われる。そし
て、この流れを加速させる要因の１つは疑いなく
われわれの経済成長優先の価値観にある。市場経
済は経済成長優先の度合いを強めれば強めるほど、
環境問題を悪化させてしまう傾向がある。この傾
向に歯止めをかけるために我々が着目したのが「地
域通貨」である。
　世界的な経済成長の原動力となっているグロー
バ ル 化 に よ る 環 境 問 題 が 議 論 さ れ る と き、 近
年、地域通貨が注目されている。グローバル化に
よって破壊された地域の物質循環や地域コミュニ
ティーなどを地域通貨には再生させる力があると
期待されている。地域通貨は１９８０年代頃か
ら世界各地で導入されるようになり、日本では、
１９９０年代後半から、バブル崩壊後の地域経済
衰退への対策の一つとして各地で導入された。し
かしその後、流通の活発化が実現されず、活動自
体が縮小、停止状態にある取り組み団体が多く、
活発な活動が継続されているのは「アトム通貨」
など一部の取り組みに限られているのが現状であ
る。
　日本における地域通貨の取り組みは以上のよう
な状況にあるが、その潜在的な地域活性化の力へ
の期待は依然として高く、地域通貨の現状と課題
に関する基礎的研究（河合・島崎　2003、日暮　
2004）や、各地で実施されている地域通貨の事例
研究（泉・中里　2013、和久田・出口　2004）など、
学術的研究は継続して行われている。　　
　以上のように地域通貨に関する研究は様々行わ
れているが、そのほとんどが、実際に流通してい
る地域通貨の成功事例や失敗事例の取材・調査を
通じた研究であるか、もしくは仮想的な地域通貨
流通ルールを構築した地域通貨ゲームを実施し、
その効果や問題点を検証するという研究である。
しかし、本研究では、実際に研究者自身によって、
地域通貨を発行し、現実社会に流通させることを
通じて、現実的な制約条件や問題点を検証する。
そこで、実際に新潟県柏崎市において、ボランティ
アによって生産された天日干し無農薬のお米の販
売収益を基本的財源とする地域通貨（風輪通貨）
を発行・流通させる活動を紹介する。
2. 地域通貨とは
　地域通貨とは、その名の通り、地域単位で流通
する貨幣である。そして、この地域通貨は「円」
や「ドル」のような国家通貨と違い、法律により
強制的に製造され使用されるものではなく、私た
ちのような市民でも作り出すことができるもので
ある。これは子供が親にあげる肩たたき券と似て
いるが、その規模を大きくしたもので、お礼や感
謝の気持ちを表すときにこれはとても便利である。
もちろん、それを受け取った人は商店街でパンを
買うお金として使えるが、あえて法定通貨で支払
わず、地域通貨を使用することによって、元気を
なくした商店街が活性化するなどといったたくさ
んのメリットが見えてくる。そして地域通貨は、
経済の安定化・活性化をはかるとともに、グロー
バル化する経済によって崩壊しつつあるコミュニ
ティを再構築するという狙いも持っている。
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　本章では、ぶぎん地域経済研究所（2003 年）と
室田（2004 年）地域通貨に関する著書を参考に地
域通貨の特徴を紹介し、次章ではその歴史につい
てまとめていく。
（１）地域通貨の特徴
　地域通貨はさまざまな特徴を持っているが、一
般的な特徴は以下のとおりである。
①名称
　地域通貨は各地域の特徴から名称をつけたりし
ている。国内の例では、千葉県千葉市の NPO 法人
は特産物から「ピーナッツ」・北海道夕張郡栗山町
のくりやまエコマネー研究会は地名とクリーンな
お金という意味から「クリン」などとしている。
このように地域通貨の名称は地域の個性にあって
わかりやすいものが望ましいといえる。
②発行主体
　発行主体は NPO( 非営利組織 ) や市民主体の組織
が主流となっている。必要に応じた地域通貨を発
行することにより市民活動などを活性化させる事
を目的としている。
③通用範囲
　地域通貨は、通常、限られた地域内で使用する
ものである。ただし、これは明確な定義ではなく、
アトム通貨などのように全国に支部を持つ地域通
貨も存在するが、地域通貨の域内循環により地域
経済の自立的成長や雇用創出の効果が期待されて
いる点は共通している。
④ 価格の決定
　地域通貨の取引は相対で行われ、サービス提供
者の「思いやり」やサービスを受ける人の「感謝
の気持ち」を反映できるように当事者間で取引価
格が決められている。したがって、地域通貨は環
境、福祉、教育、文化などといった、法定通貨で
あらわしにくいサービスの価値を多様な観点から
評価し、交換、流通させる手段となっている。こ
れらのサービスなどがたくさん生み出されること
によって地域が活性化することなどが期待されて
いる。
⑤利子率
　地域通貨の最大の特徴といっていいのがこの利
子率である。利子率がゼロ、またはマイナスとなっ
ているため、貯蓄することより使ってしまおうと
いう意識が法定通貨以上に働き、物やサービスの
交換がこれも法定通貨以上に促進される。また、
地域通貨を借りても利子が付かないため、地域通
貨を借りて事業をする人にとっては大きなメリッ
トになると考えられる。
（２）地域通貨と法定通貨の違い
　地域通貨は円やドルなどの法定通貨とは、違う
特徴を持っている。その基本的な違いは以下のと
おりである。
①発行主体
　法定通貨は中央政府や中央銀行によって独占的
に発行されるのに対して、地域通貨はその地域を
もっと活発にしたいと考えている NPO や地域住民
によって発行される。また海外では地方自治体が
地域通貨を発行しているという例もある。
②通用範囲
　法定通貨は全国で使用できるが、地域通貨は、
原則として特定の地域やコミュニティといった限
られた範囲で使用される。
③価格決定のメカニズム
　日常の取引（一般的な取引）では、ものやサー
ビスの価格は需要と供給のバランスによって決め
られるが、地域通貨は個別の取引ごとに価格を決
めることができる。これは「思いやり」や「感謝
の気持ち」などをふまえた上で取引価格を決める
ことができる。
④取引対象
　地域通貨は法定通貨では、価格に本来の価値が
反映しにくい福祉・介護・ボランティアといった
サービスなどが取引対象として向いているが、商
店街活性化のために商店街内だけで使用すること
ができる地域通貨を作るというような、一般の取
引も可能である。
⑤地域通貨と割引券やクーポン券との違い
　割引券やクーポン券は事業者や商店会などが、
商店街などだけで使える券でありその点は地域通
貨と同じであるが、地域通貨は繰り返し利用され
循環するのに対し、割引券やクーポン券は一回し
か使用されない。よって繰り返し利用による循環
が起きない点が異なっている。
（３）地域通貨の種類と発行形式　
　地域通貨の発行形式は大きく分けて以下の４種
類に分類できる。
①紙幣発行型（集中的発行方式）
　「イサカアワーズ」、「トロントダラー」、「エッコ
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ロ」、「おうみ」などのように、紙幣などの通貨を
発行するもので、匿名性があり現行通貨と同じよ
うに誰でも簡単に利用できる。ただ、信用創造機
能を持つため通貨発行基準の明確化や通貨発行基
準の明確化や通貨発行量の管理が必要となる。
②通帳記入型　
　「ピーナッツ」「レインボーリング」「LETS」「ガ
ル」「福」などのように、通帳に会員同士の取引を
記録し、それに伴う残高の増減を記録する方式で
ある。残高がゼロでも始められるという利点があ
るが、一方で、通帳に取引を記録することや口座
の残高管理を行う必要があるなど手間や時間がか
かり、誤記入や記帳漏れなどの記録の不正確さが
残る欠点もある。
③借用書型（小切手方式、手形方式）
　「YUFU」は小切手方式、「WAT 清算システム」
は手形方式で、それぞれの持ち主が裏書すること
によって有効となり、転々と流通してゆき、裏書
人の数が増えれば増えるほど信用が増す。借用書
型は、ほかの方式に比べ発行量をコントロールし
たり、取引を、記録したり残高を管理したりする
などの手間や時間をかける必要がなく、コストが
軽減される利点がある。
④タイムダラー型
　愛媛県関前町の「だんだん」が代表的な例である。
だんだんとはありがとうの方言で、３０分の仕事
に対してだんだんとよばれるおはじきを一枚渡し
合う、というもので、コミュニティが活性化しや
すく、サービスの交換だけを目的とするならこの
タイムダラー型が最適である。
３.　地域通貨の歴史
　現代の地域通貨の始まりは、ロバート・オーウェ
ンの「労働交換券」である。 オーウェンは、1832
年にロンドンで労働交換所を設立し、「労働交換券」
による実験を行った。 参加者は労働交換所で自分
の生産したものと引き換えに、その生産に要した
時間を記した「労働証書」を受け取り、 他の生産
物を購入できた。この実験では、労働時間を価値
の基準にして公正な交換をめざしていたが、 労働
時間の計算の難しさや商人の利潤を求めた介入な
どの理由により失敗に終わった。しかし、1929 年
の大恐慌のあとには疲弊した経済を回復し、不足
する通貨を補うためにヨーロッパやアメリカなど
の多くの地域で、さまざまな地域通貨が生まれた
のである。
　そこで、地域通貨の歴史について、世界と日本
に分けて、簡潔にまとめてみよう。
（１）世界の地域通貨の歴史
　1930 年代前半、ヨーロッパやアメリカを中心に
数多くの地域通貨が導入され、一部で大幅な失業
率の低下など確実な経済効果を挙げた。その理論
的背景となったのが、1916 年にシルビオ・ゲゼル
（日本語訳本 2007 年）が著した「自由地と自由貨
幣による自然的経済秩序」である。その中で彼は
「スタンプ貨幣」というものを提唱した。「スタン
プ貨幣」とは、定期的に一定額を支払い、日付付
きスタンプを押さないと利用できない貨幣である。
つまり、通貨の価値は時間がたつにつれ減少して
いくのである。このような、いわばマイナスの利
子がつくことで貨幣が貯蔵されるのを防ぎ、流通
が促進されることを目的としている。この「スタ
ンプ貨幣」はドイツの「ヴェーラ」、デンマークの
「JAK」、オーストラリアの「労働証明書」など、多
くの地域通貨に導入されてきた。これらの地域通
貨は大きな経済効果をあげたが、経済全体が持ち
直すと、中央政府の統制が強化され、そのほとん
どが終息に追いやられた。その中で現在も続いて
いるのは、1934 年にスイスのチューリッヒで中小
企業者や商店主が作った WIR（ヴィア）である。
企業や商店など 7 万 6000 社（全企業数の約 17％）
が参加し、年間取引額は 20 億ドルにのぼる。
　1980 年代に入ると、経済のグローバル化による
地域格差が深刻になり、再び地域通貨が注目され
だした。1990 年代になると、1930 年代の「スタン
プ貨幣」とは異なり、必ずしも地域経済の復興や
活性化を目的とせず、コミュニティの回復や環境
への配慮など多様な目的をもった地域通貨が現れ
る。1983 年にカナダで導入された「LETS」は、紙
幣を発行せず、相互に通帳を持ち、当事者どうし
で決済する仕組みである。このタイプは、世界各
地で独自の制度に作り変えられ、現在 2000 以上の
地域に広がっている。その他、ボランティア活動
の活性化を目的とした「タイムダラー」や、NPO
が主体のニューヨーク州の「イサカアワーズ」、カ
ナダのオンタリオ州導入された、法定通貨に交換
すると１割損をする「トロント・ダラー」など、
導入の目的に応じてさまざまに仕組みを変えて今
日にまでいたっているのである。
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（２）日本の地域通貨の歴史
　日本は世界の他の国と比べても、独特な形の中
で地域通貨が発達してきた国である。現在私たち
が「地域通貨」と呼んでいるものの原型は、日本
には 1970 年代からすでにあった。大阪で始まった
「ボランティア労力銀行」、さわやか福祉財団が進
めている「ふれあい切符」などである。これらは
家事や介護など、家庭内での労働の交換を通じた
相互扶助を目的として運営されており、数字とし
ては出しにくいものの、参加者の中では貴重な道
具として使われ続けている。　　　　　　　　　
1990 年代から地域通貨に対する関心が高まってい
き、各地の市民運動などに地域通貨という考え方
が知られるようになった。91 年には、生活クラブ
生協神奈川が「神奈川バーターネット」として、4
カ月の期限付きで LETS の導入実験を行い、95 年
には、愛媛県関前村が日本で初めてタイムダラー
を取り入れた。この村は瀬戸内海の離島にあって、
人口 1000 人弱、高齢化率は 45％を越えていて、「異
世代間のコミュニケーションの過疎」を克服する
ために「だんだん」（方言で「重ね重ねありがとう」）
を発行し、注目された。99 年には、千葉まちづく
りサポートセンターの「ピーナッツ」や、滋賀草
津市で「おうみ」が生まれた。
地域通貨の事例が増えるにつれ、地域通貨の社会
的関心も高まり、2002 年には北海道で地域通貨国
際会議が開催され、国内外からたくさんの参加者
が集まった。この頃が、地域通貨への関心がピー
クになった時期である。「地域通貨全リスト」によ
ると、2005 年 1 月の時点で、全国で 500 以上の事
例がある。この数は世界でも最大級のものであり、
少なくとも量的には日本は世界の中でも地域通貨
大国と言える。
　しかし以上は、地域通貨流通活動をしている団
体数についてであり、個々の取り組みにおいて、
活発な取引が行われたかというと、残念ながら、
成功事例は数えるほどしかない。そこで、実際に
地域通貨を柏崎市に流通させ、その効果を検証し
ようと実施されたのが、柏崎市で流通する風輪通
貨である。次章より、風輪通貨の特徴や、現在ま
での到達点、そして今後の課題をまとめていく。
4.　風輪通貨の取り組み
（１）これまでの経緯 
　日本の通貨の単位は「円」である。アメリカの
「$」、EU の「€」、中 国の「元」など、世界中て使
われている通貨は多岐にわたる。これらの法定通
貨とは別に、ある一定の地域内でのみ使用するこ
との出来る通貨が「地域通貨」である。日本国内
だけでも、「おうみ」、「ピーナッツ」、「アトム」、「だ
んだん」など、各地域の特性を生かした地域通貨
が数多く存在する。その中で、2008 年から柏崎に
地域通貨を導入し、地域活性化に貢献することを
目標に、新潟産業大学阿部ゼミナールでは地域通
貨の研究を行ってきた。しかし、それは一般的な
地域通貨とは異なるものである。地域通貨は、全
国にいくつもの例が存在するが、「米によってその
価値を保証された地域通貨」という、まっ たく新
しい発想のものである。 
　食料自給率の低下や、異常気象による食料の高
騰などが問題となる現代において、自分や家族の
食料を確保することは重要な課題であるといえる。
もし、海外からの食料の輸入がストップしてしまっ
たら、生きるために充分な食料を確保できる人が
日本にどれだけいるだろうか。そんな未来は想像
したくもないが、いつの日か、そんな未来が来て
しまうかもしれない。この問題に対応するために
考えられたのが「米本位制の地域通貨」である。「金
本位制」とういうシステムは、「金 :Gold」という
生きるためには無くてもかまわない物に価値を認
められるだけの余裕が世界にあるからこそ成立す
る。食料の不足する世界では、それは成立しない。
そんな世界で真に価値を持つのは、「生きるために
なくてはならない物」のはずである。法定通貨が
大量にあっても簡単に食料の手に入らない状況に
おいて、「地域通貨一枚を交換局に持っていけば、
それが額面と同等の米と交換できる」と言うこと
は、地域通貨とはいえ、法定通貨に対してかなり
の優位性を誇ることになるだろう。 
　地域通貨の特徴の一つに、「利子が 0 もしくはマ
イナス」になる、というものがある。 法定通貨に
は利子が発生し、何もしなくても銀行などに預け
ておけば増える。これに対して、利子がマイナス
となるということは、放っておいたらお金の価値
がなくなる、ということを意味する。人は、なに
もしなくてもお金か増えるのならば、どんどん溜
め込み、この世の中に流通しないお金か増えると、
不況になってしまう。しかし、使わなければ価値
の減ってしまう地域通貨なら、溜め込むことより
使うことを優先させるだろう。世の中に出回るお
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金の量が増えれば、景気が良くなる。これが、地
域通貨が経済を活性化させる仕 組みである。 
　「風輪通貨」も、使わなければ流通期間終了後に
はただの紙切れと同じになる。しかし、 期間中に
は法定通貨と同じように使用でき、最終的にはお
米と交換することが出来る。消費者以外にも、農
家やスポーツチーム、ボランティアなど、たくさ
んの人々を結びつけ、経済と交流の輪を広げる、
それが風輪通貨の存在理由である。本年度発行し
た風輪通貨は以下の紙幣である 
図１　2015 年度の風輪通貨
　以上のような経緯で発行された風輪通貨である
が、その現在までの経過を簡潔に以下にまとめる。
2008 年　柏崎市活性化を目的に地域通貨導入を計
画し、手始めに学内通貨発行（200 円券）
2009 〜 2010 年　学内通貨（100 円券）として学内
流通実験
2011 年　米本位制地域通貨「風輪通貨」流通開始
柏崎市高柳地区において棚田保全活動実施
2012 年　菓子道楽新野屋さんのご協力により、ゼ
ミで収穫した米を材料に使用した網代焼の特別版
「たな米」誕生
2013 年　大学近くの田んぼ（約 0.7 反）をお借りし
て、田起こしから田植え、草取り、稲刈り、天日干し、
販売まで学生が実施。たな米の姉妹品ピリ辛の「風
輪」誕生
2014 年　風輪通貨を使用できる市内協力店の大幅
増加（大学内売店合わせて 32 店舗）
2015 年　約 0.7 反の田んぼでの天日干し米（風輪米）
の生産と、風輪通貨の発行（1300 枚）
（２）風輪通貨の名称
　本研究で導入を進めている「米本位制の地域通
貨」の名前は、「風輪通貨」である。通貨単位は「風」
という字を書いて、「フォン」と読む。この名前に
は、様々な願いが込められている。 この地域通貨
制度は、この広い柏崎の海から山まで、その全て
が無くては成り立たない。海でも山でも、そして
街中でも、どこにでもある柏崎らしいものは何だ
ろう。そう考えた時、思いついたのが「風」であ
る。山の棚田にも風は吹き、街の商店にも風は吹き、 
海にいても風は吹く。柏崎のどこにいても、誰の
上にも等しく風は吹くのである。風は柏崎の全て
を繋いでくれる。そして風は、決して一所には留
まらない。地域通貨はその性質上、同じところに
留まっていては、その効力を発揮することは出来
ない。決して、澱むことなく流れ続ける風のように、
人から人へと渡っていくよう願いを込めて、通貨
単位は「 風 （フォン）」とした。 フォンとは、風
という漢字を中国語読みしたものである。小さい
子にも親しみを持って もらえるように、あえて中
国語読みをし、カタカナの発音を採用した。 
　この地域通貨制度のシステムを考案する際、す
べての人と物が一つの「輪」になり、たくさんの「輪」
がさらに大きな「輪」となるように設計した。小
さな歯車でも、たくさんの歯車が噛み合えば、大
きな働きをするように、小さな輪でも、それを組
み合わせれば、新しい大きな輪へと成長する。た
とえほんの小さな始まりだとしても、すべてのも
のが巡り、やがて大きな、それこそ柏崎を変えて
しまうようなうねりと成る様にとの願いを込めた。
農業の「輪」、スポーツの「輪」、エコ活動の「輪」、
学生や地域住民、企業の人の「輪」、その全てを結
びつける地域通貨、それか「風輪通貨」である。
そして、その輪を巡り、新たな可能性を作り出す
ものが「風」なのである。
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（３）風輪通貨の流通システムについて
　風輪通貨の流通システムは、他の一般的な地域
通貨同様、非常に単純である。
図２　風輪通貨の流通の説明パンフレット
　図２は、2015 年度流通時に使用している、利用
者のための風輪通貨紹介パンフレットである。流
通システムは一般的な地域通貨同様、ボランティ
ア参加者に１時間につき１枚の風輪通貨が配布さ
れ、地元協力店での使用を通じて、地域活性化を
目指すものである。この通貨の特徴は、通貨の価
値の土台をボランティアが生産するお米において
おり、農業の活性化も目指している点にある。
　そして、図 3 は風輪通貨の流通の様子を先ほど
のパンフレットから拡大したものであり、この図
をもとに通貨流通の様子を説明する。
①まず、本研究代表者・協力学生などから成る風
輪通貨事務局で通貨を発行する。
②風輪通貨は、市内各種ボランティア活動で、参
加者に１時間につき１枚配布される。
図３　風輪通貨流通の仕組み
③ボランティア活動のひとつとして、稲作を実施
し、収穫したお米（風輪米）を販売する。
④ボランティア活動参加で風輪通貨を手にした市
民は、市内協力店で使用できる。
　以上の流れの後、毎年度末に、③のお米販売の
収益等をもとに、使用された風輪通貨１枚につき、
100 円が風輪通貨事務局から、協力店に支払われる。
お米の販売収益のみでは、通貨発行額に限度があ
る。そのため、広告収入等、財源の確保の方策も
研究課題の一つである。
　以上で説明した、風輪通貨の流れの中で、風輪
通貨を受け入れてくれる、協力店の存在は非常に
重要である。地域通貨導入当初は新潟産業大学
内２店舗のみであった協力店（使用可能店）が、
２０１５年度時点では３４店舗にまで拡大してい
る。この協力店舗一覧は表１の通りである。ただし、
協力店舗数の拡大は順調であるが、風輪通貨の使
用のほとんどが大学内２店舗となっており、地域
商店街の活性化 2 は、未だ繋がっておらず、この
点は、今後の重要課題の一つと言える。
　風輪通貨の流通における今までの成果の一つに、
地域協賛店とのコラボ商品の開発があげられる。
柏崎市駅前の和菓子の老舗、菓子道楽新野屋さん
のご協力により、ゼミで収穫した米を材料に使用
した網代焼の特別版「たな米」が２０１２年に誕
生し、その後、七味を加えたピリ辛の「風輪」と
いう商品が加わっている。これらの商品は、新潟
産業大学学園祭や、地元のお祭り（えんま市、本
町マルシェ）、そして、新宿高島屋で実施される「大
学は美味しいフェア」等で販売され、その収益は
風輪通貨流通の財源の一つとなっている。
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表１　風輪通貨協力店一覧
図４　地元菓子店とのコラボ商品「たな米」
（４）風輪通貨流通の土台となる米づくり
　風輪通貨はその特徴として、学生ボランティア
による、無農薬天日干しの米作りがその価値の土
台になっている。ここでは、その米作りの様子を
紹介する（ブランド名は「風輪米」）。
①　田起こし（４月）
②　水入れと足踏みによる整地（４月）
 
③　丸太ひきによる整地の仕上げ（５月）
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④　田植え用枠（ゴロ）の使用（５月）
 
 
⑤田植え（５月）
⑥草取り（６月、７月）
 
 
⑦鎌による稲刈り
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⑧稲の天日干し、脱穀、籾摺り、販売
 
 
 
 
 
 
5.　おわりに
　本論文では、世界各地で地域通貨が導入されて
いる時代的背景や、地域通貨の特性、そして、そ
の歴史についてまとめた後、柏崎市で実際に導入
を進めている地域通貨「風輪通貨」流通活動のこ
れまでの成果をまとめている。この取り組みは、
新潟産業大学内のみで流通する「学内通貨」とい
う形でスタートし、その後、少しずつ、通貨発行
規模や、協力店の拡大など、活動を活発化させな
がら、現在に至っている。
　現在では、大学近隣に１枚の田んぼ（約 0.7 反）
をお借りし、田起こしから、田植え、稲刈り、脱穀、
精米、販売までを、学生ボランティアの協力のも
と実施し、その販売収益を財源としながら、地域
通貨（風輪通貨）を発行し、34 店の市内協力店で
使用できるまでになっている。
　しかしながら、現状では風輪通貨の使用者はそ
のほとんどが新潟産業大学の学生であり、その使
用先もほとんどが学内店舗となっている。このた
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め、地域通貨に本来期待される地域活性化の効果
は、未だ検証できるに至っていない。そこで、今
後の風輪通貨流通活動では、積極的に市民に風輪
通貨を配布する仕組みづくりを検討し、柏崎市内
の協力店舗での使用を促し、その効果を、アンケー
ト調査などを通じて検証していく予定である。
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